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　フザリウム菌は重要な植物病原菌の一つであり、また分類が困難な菌の一つとしても知られて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，9、1G）　　　　　　　　　　　　　　　1）
いる。フザリウム菌の分類体系についてはSnyder－Hansenの分類体系、　Boothの分類体系等い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
くつかのものがある。筆者らはSnyder－Hansenの分類体系を修正した松尾の分類体系に従って

フザリウム菌の分類を行っている。光学顕微鏡を用いた形態観察の際、菌株によってはどちらの

種に属するのか判定に窮することが時々ある。F．　lateritiumとF．　roseumのcultivar

‘Graminearum’の関係もその一つである。フザリウム菌の種の同定は形態観察による方法が基

本とされているが、培地を用いて上記2者をお・よそ区別する方法について検討を行ったので報

告する。

材料および実験方法

供試菌株は表1に示したように、F．　lateritium　9菌株とF．　rosezam‘Graminearum’9菌株を

用いた。これらの菌株は当繊維学部応用生物科学科遺伝子工学講座の保存菌株である。

表1　実験に供試した菌株

Fusan’um　lateritium　f．　sp．彿o万　　　　　XW卜3　　XVn－5　　1156　　1165

　　　　　　　　　　　　　　　　　1174
　　　　　　　　f．sp．　celosiae　　　　　194　　　　　820－2　　　1096

　　　　　　　　f．sp．　xylan’oides　　　937

F．roset〃n　f．　sp．　cerealis‘Graminearum’554　　　555　　　572　　711

　　　　　　　　　　　　　　　　　713　　　　　　884　　　　　　1001　　　　1281

　　　　　　　　　　　　　　　　　1283

実験方法は、pHをそれぞれ4、6、8、9に調整したCzapek寒天培地を直径6cmの滅菌

済ペトリ皿に分注し、固化後供試菌株をそれぞれ植付けた。23℃、明状態（1，300ルックス）で

培養後、経時的にコロニーの大きさ、色調などを調査した。

実　　験　　結　　果

実験結果は表2に示した通りである。表2より、23℃で7H間培養した場合、供試したF．
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表2　コnニーの大きさと色調

pH 4 6 8 9

コロニーの　　　コロニー コロニーの　　　コロニー コロニーの　　コロニー コロニーの　　　コロニー

菌株Nα 直径（㎝）　　　の色 直径（㎝）　　　の色 直径（㎝）　　の色 直径（㎝｝　　　の色

XVII－3 2．3　　　　鮭肉色 2，3　　白色中心部鮭肉色 2．3　　　鮭肉色 2．3　　　　鮭肉色

XVIト5 2．7　　　　　　〃 2．6　　　　鮭肉色 2．6　　　　　〃 2．6　　　　　”
1156 1．6　　　　　　〃 1．4　　　　　　　〃 1．2　　薄鮭肉色 1．2　　　　　〃
1165 2，6　　　　　　〃 2．2　　　　薄鮭肉色 22　　　　　〃 2．5　　　薄鮭肉色
1174 2．2　　　　　　〃 2．4　　　　鮭肉色 2．0　　　鮭肉色 2．0　　　鮭肉色
194 2．9　　　　　　〃 2，8　　　　　　川 2．6　　　　　〃 2．6　　　　　〃

820－2 3．1　　　　　　〃 3．5　　　　　　〃 3．1　　　　　〃 3．3　　　　　〃
1096 3．4　　　帯黄鮭肉色 3．6　　　帯黄鮭肉色 3．6　　帯黄鮭肉色 3，8　　帯黄鮭肉色
937 0．9　　　薄鮭肉色 1．o　　　　薄鮭肉色 1．0　　薄蛙肉色 1．0　　　薄鮭肉色

554 6．0　　　　　　〃 5，6　　　　　鮭肉色 5．7　　　　　〃 5．8　　　鮭肉色
555 6く　　　　鮭肉色 6＜　　　　　　　〃 6＜　　　鮭肉色 6く　　　　　　〃
572 1．8　　　　赤紫色 2．2　　　　赤紫色 2．1　　　赤紫色 L8　　　赤紫色
7U 6＜　　白色～薄鮭陶色 6く　　　薄桃色一鮭肉色 6＜　　　薄鮭肉色 6＜　　桃色～赤紫色
713 6く　　　　蛙肉色 6く　　　　　鮭肉色 6く　　　鮭肉色 6．0　　　鮭肉色
884 6く　　　　黄白色 6＜　　　　　黄白色 5．4　　　黄白色 6．0　　　黄自色
1001 6＜　　　　　白色 6く　　　　　白色 6く　　　　白色 6＜　　　　白色
1281 3．3　　　　　　〃 4．8　　　　　　　〃 4．2　　　　　〃 哩．7　　　　　〃
1283 6く　　　　鮭肉色 6＜　　　　　鮭肉色 6＜　　　鮭肉色 6＜　　　　簾肉色

使用培地　Czapek　agar

培養条件　23℃　7日閥培養

laten’tiumのコロニーの大きさはpHが4～9の場合0．9～3．8　cmであった。コロニー一一の色は菌

株により多少色調に変化はあるが、すべて鮭肉色であった。一方、F．　rosezam‘Graminearum’

のコロニーの大きさは1．8－・　6cm以上であった。コロニーの色は鮭肉色、白色、赤紫色と種々

であった。このうち、生育の遅い菌株のコロニーの色は赤紫色または白色であった。pHによる

色調の相違は、菌株により一様ではないが、酸性側で濃く、アルカリ性になるに従って薄くなる

傾向がみられた。培養日数による変化は、培養日数が長くなるにつれてコロニーの色がやや濃く

なるものもあるが、色調の変化はほとんどみられなかった。

　以上のことからF．伽θ磁％〃2とF．roseum‘Graminearum’を比較すると、前者は後者に比べ

生育速度が遅い傾向がみられ、コロニーの色が鮭肉色を呈することから、コロニー一の大きさと色

調の両面から判断することにより両者を区別することは可能であると考えられる。

考　　　　察

フザ・ウム菌の分類はS・，der－H。。senの分鋸累を用、、、。とにより、多くの菌株につ、、て

は種までの分類が容易に出来るようになった。しかし、形態観察の場合、種と種の区別をどこで

したらよいか明確でないもの，もある。F．傭爾伽魏とF．　rosezamのcultivar‘Graminearum2も
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それにあたる。小型分生胞子を形成しないフザリウム菌の揚合、種の同定は大型分生胞子の形態

の差によって分類し、色素産生の程度は同定の基準とはしないとされている。しかし、E．伽召7・

itiumとE．　rosezam‘Graminearum’は大型分生胞子の形態のみで分類することは不可能である。

一般的には色素産生の程度を分類の一応の目安としている。すなわち、F．　lateritiumの子座は

白色または淡褐色、淡紅色で青（緑）色斑点を生じ、F．　roseum‘Graminearum’の子座は深紅

色または褐色であり、F，　laten’tiumに比べF．　roseun‘Graminearum’の方が同じ紅色色素でも

　　　　　　　　　　　　7）
濃い色である、とされている。しかし、PDA培地に植付けた場合、色素の産生程度は一定しな

いことが多い。そこで、Czapek寒天培地を用いpHを変えてコロニーの大きさ、色素産生程度

を調べたところ、F．」漉痂伽zのコロニーの色はpH　4－－9のいずれにおいても鮭肉色となり、

コロニーの大きさはF．roseum‘Graminearum’に比べて小さいものが多かった。　E　rosezam

‘Graminearum’の中にも鮭肉色の色素を産生するものがあるがこれらの菌株は生育速度が早く

F．lateritiumとは容易に区別がつけられる。また、　F．　roseum‘Graminearum’のうち生育速度

が遅いものはコロニーの色が白色、赤紫色のものであり、F，　lateritiumとは色累産生で異なる。

これらのことからCzapek培地を用いてF．　late7itiumとF．　roseum‘Graminearum’を区別する

ことは可能と考えられる。フザリウム菌の選択培地としては、F．　oxySPorumのみを識別する培

地が駒冒鯉。てつくられているカ・．それ以外にはみあたらない．筆都のものは選択馳で

はない。前述したように形態観察では区別が困難な菌株がある。そこでフザリウム菌の同定は従

来通りPDA培地を用いた形態観察を行い、判定の困難な菌株については筆者らの方法を同定の

目安として利用してはどうかと考える。検討した菌株数も少ないため100％判定が可能になると

は思われないが、分類の一助として利用出来るのではないかと考える。
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